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基準地震動の増大により原子力発電所の耐震余裕が減少しており、振動実験などにより設備の耐震安全

性の確認が重要である。このため最大加速度 20G（20×9.8m/s2）で振動実験が可能な共振振動台の開発導

入を行ってきた。本報告では、導入した共振振動台の基本的な性能を述べる。 
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1. 緒言 

原子力機器の耐震安全性を向上するために行われて

きた過去の振動試験 [1]では、振動台の性能限界で機器

の機能確認の上限となることが多く、高加速度の振動

実験が可能な設備導入が急務であった。電中研では、

これらのニーズに対応する高加速度の振動台を開発導

入した。 

2. 共振振動台の仕様と性能 

電中研に新たに導入した共振振動台の仕様は表１に

示す通りであり、最大加速度 20G での振動実験が可能

な装置である。図１は共振振動台の完成時に撮影した

外観であり、本装置は、ばねマス系の振動増幅を利用

して高加速度の振動試験を可能とする振動台である。

1t の重錘を負荷した条件で実施した、スイープ加振で

得られた基本的な共振特性を図２に示す。共振周波数

9.75Hz において応答倍率 25.8dB（＝19.5 倍）が得られ

ており、共振振動台の設計で想定していた 10 倍を上回

る性能が得られた。同じく 1t 負荷条件で試運転時に測

定した加速度の時刻歴波形を図３に示す。最大加速度

は 200m/s2となっており、目的の 20G での加振が可能

であることが確認できた。 

3. 結論 

本装置は、原子力機器の耐震安全性向上に資するた

め、高加速度の振動実験を行い活用する。 
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表１ 共振振動台の仕様 
最大加速度 ±20G（196m/s2） 
搭載重量 10t 

共振周波数 約 10Hz 
 

 
図１共振振動台の外観（完成時） 
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図２共振特性（1t 負荷条件） 
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図３加速度時刻歴波形（1t 負荷条件） 
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